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研究の概要 

複雑多様なリグニンの構造と生合成機構の理解はリグニン科学の核心ともいえる重要課題であ

り、脱化石資源社会への移行に向けたリグニンの高度利用拡大に必須の基盤を与えるものである。

本研究では、有機化学的手法を基盤とするリグニンの構造と生合成に関する研究を行なった。ま

ず、モノリグノールミミックを化学プローブとして利用した in vitro 及び in vivo におけるリグニン

重合過程を解析する為の化学ツールの開発と応用を行った。特筆すべき成果として、蛍光プロー

ブ及びケミカルレポータータグ付きモノリグノールを利用したリグニン形成のイメージング解析

法を開発し、これらの手法による各種植物試料のイメージング解析により、リグニン形成に関与

する種々のタンパク質群（ラッカーゼなど）の同定に寄与したことなどが挙げられる 1) 。また、

各種モデル植物におけるリグニン前駆体生合成代謝経路の解析を行い、特にリグニンが改変され

た遺伝子組換え植物の細胞壁特性解析から、リグニン前駆体生合成に関わる種々の酵素及び転写

因子の同定に寄与すると共に、細胞壁の各種特性に及ぼすリグニンの寄与を明らかにした。特筆

すべき成果として、イネ科植物で特異的に合成されるフラボノリグニンの形成に関与するフラボ

ノイド生合成遺伝子群の同定と代謝工学に成功したことなどが挙げられる 2) 。また、NMR 法をは

じめとする精密構造解析手法を利用して、種々の細胞壁試料の化学構造及び超分子構造を明らか

にし、リグニンの形成、生分解、化学利用等に関わる新知見を得た。特筆すべき成果として、リ

グニン改変組換えイネ細胞壁の NMR 法及び X線回折法を用いた精密構造解析により、細胞壁の

固体高次構造に及ぼすリグニンの寄与の一端を明らかにしたことなどが挙げられる 3) 。 
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